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研究成果の概要（和文）：本研究は、集合プログラムとオリジナル交流アプリケーションを併用した高齢者のフ
レイル予防に着目した社会活動プログラムを開発した。本プログラムは地方と都市部を対象地域とし、実施期間
にはCOVID-19感染拡大時期が含まれていた。
本プログラムへの参加をとおし、研究参加者は精神的健康、主観的幸福感、孤独感を悪化させることなく現状を
維持することができていた。また、参加者はメンバーとのつながりや、グループへの居場所感、交流を通じた自
身の健康の意識化を経験していた。

研究成果の概要（英文）：This study developed a social activity program focused on preventing frailty
 in older people, using a combination of a group program and an original communication application. 
The program was designed for rural and urban areas, and the implementation period included the 
period of COVID-19 infection spread.
Through participation in the program, study participants were able to maintain their current status 
without worsening their mental health, subjective well-being, and loneliness. In addition, 
participants experienced a sense of connection with members, a sense of belonging to the group, and 
an awareness of their own health through interaction.

研究分野：公衆衛生看護学

キーワード： 高齢者　社会活動　ICT　ソーシャルキャピタル　要支援高齢者

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
少子高齢化が進展する我が国において、高齢者の健康増進ならびにフレイル予防は重要な課題の一つである。本
研究は対面型の集合プログラムとICT（交流アプリケーション）を併用した社会活動プログラムを開発した。地
域社会の中で他者とのつながりを支援することは、高齢者の暮らしの基盤を支えることにつながっていた。
高齢者の他者とのつながりは、きっかけや機会があると深めることができる。対面プログラムに加え、ICTを補
助的ツールとして用いることで、COVID-19感染拡大時のような活動制限が生じた際でも、地域でのつながりを醸
成し、高齢者の身体的、心理的、社会的健康の維持につながることが本研究により示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
1）高齢者の社会活動の重要性 
高齢者の社会活動は、身体機能の維持（Saito et al, 2004）、抑うつの減少（Demura et al,2003）、
社会的孤立の軽減（Cattan et al,2005）、生活満足度の向上（岡本,2008）に関連する健康増進や
社会的孤立の予防につながる有効な活動である。介護予防の観点を踏まえると、社会活動は健常
高齢者のみならず、要支援認定を受けた高齢者（以下、要支援高齢者）を含めて考える必要があ
る。一方、社会活動は健常高齢者と要支援高齢者では異なることが明らかとなっている。健常高
齢者の社会活動は、家庭外での対人活動（橋本ら,1997）、地域で実施される集団的活動（岡本,2005）
であり、他者と直接交流する活動として扱われている。要支援高齢者の社会活動は、心身機能や
生活において現実的に価値ある活動（平野ら,2017）であり、自宅外では目的が明確で必要性の
高い活動（平野ら,2011）、自宅内では自己の機能を生かした主体的な活動（平野ら,2011）であ
る。研究代表者はこれまでの研究において、要支援高齢者の社会活動の特徴として、①健常高齢
者に比べ活動の範囲や内容が縮小していること、②社会活動に他者との直接的な交流は必須で
はなく、活動をとおして社会とのつながりの意味や価値を見出すこと、を明らかにしている（平
野ら,2011；平野ら,2013；平野ら,2017）。 
また、要支援高齢者に対するフレイル予防は重要な課題である。フレイルの減弱には、身体的
側面、精神・心理的側面、社会的側面のフレイルへの介入を要するが（西原ら,2014）、これまで
のサービスは運動機能と認知機能に重点がおかれ、社会的側面への介入が喫緊である。この社会
的側面への介入において、社会活動の活用は有効である。 
 
2）今後、求められる、高齢者の新たな社会活動 
藤原（2017）は健康度に応じて高齢者が社会活動をシームレスに移行し、継続されるべきだと
述べている。申請者は、シームレスな活動には健常高齢者と要支援高齢者が同じ場、時間を共有
しながら、各個人の心身機能に合わせた活動の展開が必要と考える。今後の高齢者の社会活動に
は以下 3 つのポイントがあると考える：①各自の機能やペースで活動を行え、活動の場で社会
とのつながりの意味や価値を見出すことができる、②性別や要支援/健常者の特徴を考慮したプ
ログラムが展開される、③活動の場以外でも参加者間での社会活動が維持される。しかし、これ
らを全て網羅する社会活動プログラムは、現在、開発されていない。 
地域で行われている各種活動は月 1 回から数回程度である。活動のない期間、高齢者が社会
とのつながりをどう維持するかが課題である。月数回の社会活動プログラムでのつきあいを地
域での日々のつながりに発展させるには、ICTを活用することが有効と考える。本プログラムに
参加する高齢者は、活動のない期間、地域で ICT を活用し参加者間や専門職と相互交流を図る
ことで、距離や時間の制約を越え双方向につながることができる。このつながりは地域の見守り
や支えあいにも寄与するといえる。したがって、活動の場以外に地域で参加者のつながりをつく
ることは、ソーシャルキャピタル（以下、SC）のうち、特に地域の人たちへの信頼や互酬性の
規範といった認知的 SCの醸成につながると考える。 
 
２．研究の目的 
健常高齢者と要支高齢者の両者を対象に、各自の心身機能や特徴にあわせた社会活動プログ
ラムならびに、両対象が交流を図ることができるプログラムを開発する。本プログラムは、ICT
を活用し「活動の場でのつきあい」を「地域における日々のつながり」へと発展させ、社会活動
の維持ならびに SC の醸成を図ることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
1）対象 
地域の居住人口、社会資源の差異を考慮した社会活動プログラムを開発するため、都市部と過
疎地域にて実施した。地域の人口規模を考慮し、都市部は町内会、過疎地域は小学校区を単位と
する。プログラムの対象者はグループダイナミクスの観点から、健常高齢者と要支援高齢者を含
めた 1地域 20名程度とした。 
 
2）アクションリサーチ：フレイル予防のための ICTを活用した社会活動プログラムの開発  
①エスノグラフィックアプローチを用い、対象地域やそこに住む人々を理解した。 
②地域の関係者および住民に社会活動に関するインタビューを実施した。 
③上記をもとに研究組織でプログラム案を作成し、案を地域の住民、関係者と検討した。 
④社会活動プログラムの評価項目を作成した。 
⑤社会活動プログラムにおける ICT活用のシステムを開発した。 
 
3）プログラムの効果検証：本社会活動プログラムの評価 
都市部と過疎地域でプログラムを介入研究として実施し、前後比較により効果を検証した。プ



ログラムの効果検証は量的および質的研究法を用いたミックスメソッドを用いた。社会活動プ
ログラム評価項目での評価（量的）、プログラム参加者へのインタビュー（質的）、プログラムへ
の参与間観察（質的）を行った。 
 
４．研究成果 
 本研究は、集合プログラムとオリジナル交流アプリケーションを併用した高齢者のフレイル
予防に着目した社会活動プログラムを開発した。本プログラムは地方と都市部を対象地域とし、
実施期間には COVID-19 感染拡大時期が含まれていた。 
本プログラムへの参加をとおし、研究参加者は精神的健康、主観的幸福感、孤独感を悪化させ
ることなく現状を維持することができていた。また、参加者はメンバーとのつながりや、グルー
プへの居場所感、交流を通じた自身の健康の意識化を経験していた。 
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